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MESSAGE
神戸は日本を代表する大都市であり、市街地から至近の場所には六甲山や里山・農村地域が

拡がり、穏やかな瀬戸内海に面するなど、豊かな自然環境にも恵まれたまちです。また、明治の

開港以来、新しい気風や多彩な文化を取り入れながら、神戸独自のブランドを確立し、国際都市

神戸として発展を遂げてきました。

そのような中、新型コロナウイルス感染症に伴う危機を乗り越えた一方で、従前から存在して

いた少子高齢化や東京一極集中などの課題を踏まえ、より一層人口減少時代に対応した政策を

展開することが求められています。

｠

神戸市では、人口減少幅を抑制する取り組みとして、若年世代にとって魅力的なまちであり

続けるよう、切れ目ない子育て支援をはじめ、スタートアップ施策や企業誘致といった魅力的な

産業創出、郊外拠点駅周辺のリノベーションなどによる暮らしの質の向上、都心三宮・ウォーター

フロント再整備など非日常のわくわくするような都市空間形成といった施策を強力に推進して

います。

また、神戸空港は国際化に向けて動き出し、2025年には国際チャーター便の運用が始まります。

国際定期航路を持つ神戸港に加え、新たに神戸空港が国際空港となることで、今までに増して

海外に開かれたまちになります。神戸市が目指す、国内外に貢献し、市民が誇りを持てる『海と

山が育むグローバル貢献都市』の実現に向け、全力を尽くしてまいります。

｠

社会情勢が大きく変化していく中で、今、行政に求められていることは、進化するテクノロジーを

取り入れながら、市民の声を敏感に受け止め、練り上げた政策を適切かつ迅速に判断・実行し、

分かりやすい情報発信を行っていくことです。そのために、やる気と可能性に満ち溢れた皆さん

の新しい力を必要としています。

｠

神戸には、皆さんの活躍のフィールドが拡がっています。神戸のまちを、そして神戸の未来を、

共に創っていきましょう。

日本に新しい文化を運んできた神戸の海。
日々の生活を豊かにする神戸の山。
多様な文化が共存する神戸の街。

神戸の全部が、私たちの仕事です。
あなたが輝ける舞台が、この街にはたくさんある。
社会人の一歩目を、この神戸で一緒に踏み出しませんか。



PROJECT 主要プロジェクト

バランスの取れた
まちづくり

#1
バランスの取れたまちづくりとは?

人口減少時代においても、ずっと住み続けたいまちづくりを目指し、都心・三宮再整備や郊外の拠点駅の
リノベーションなど、魅力的なまちづくりを進めています。

都心・三宮再整備では、海と山に囲まれ、駅とまちが近いという立地条件を活かした「美しき

港町・神戸の玄関口」をコンセプトとして掲げ、広く豊かな屋外空間を沿道建築物と一体となって

整備することで駅から周辺エリアへ回遊していただける「歩いて楽しい“人が主役”の居心地の

良いまち」を創出していきます。

三宮周辺に分散する6つの鉄道駅やバスの乗降場などとまちを繋ぐ空間を「えき≈まち空間」とし、
三宮交差点を中心にフラワーロードと中央幹線の一部を人と公共交通優先の空間「三宮クロス

スクエア」として整備します（2029年度完成予定（東側・第1段階））。三宮駅前に居心地のよい

空間をつくりだす、都心再整備の中核を担う重要なプロジェクトです。

都心・三宮再整備では、JR三ノ宮新駅ビルや市役所２号館の建て替え、ウォーターフロントエリアの
再開発など、さまざまな民間事業とも連携しながら公共空間の整備に取り組んでいます。海と山が
近く魅力的なまちがモザイク状に広がる神戸の特徴を活かし、利便性と快適性を高め、歩いて楽しい
“人が主役”の居心地の良いまちを実現します。

三宮クロススクエアの整備

JR三ノ宮駅からウォーターフロントへ南北に延びるフラワーロードの再整備事業を担当して

います。この事業は、市役所２号館の建て替えやウォーターフロントの再開発などによって増加

する人の往来をスムーズにし、より魅力的な公共空間とすることを目指しています。関係各所と

の調整は大変ですが、市民や来街者たちが笑顔で歩道を行き交う将来像に思いを馳せながら

設計を進めるのが醍醐味。市民の期待を背負う大きなプロジェクトに計画段階から関わり、形に

なって長く残る仕事にやりがいを感じています。

人々が笑顔で行き交う未来を思い描く。

学生時代から関心を寄せていた「都心・三宮再整備プロジェクト」に携わりたいと思い、神戸市へ

の入庁を希望しました。生まれ育った姫路から大阪の大学に通っていたころは神戸が遊び場

で、海と山が身近にあり、異国文化が香るおしゃれなまち並みに憧れていました。プロジェクトを

円滑に進める上ではチームワークが大切。仲間と苦楽を分かち合いながら、魅力的なまちづくり

に貢献していきたいです。

憧れの神戸をもっと魅力的なまちにしたい。

西日本最大級となるバスターミナルの整備を進めており、I期ビルは2027年12月に完成予定

で、バスターミナルの他にも、ホールや図書館、ホテル、オフィスなどをあわせた複合ビルになる

予定です。2029年度に完成予定のJR三ノ宮新駅ビル等とをつなぐ歩行者デッキを整備する

ことで、施設間をスムーズに行き来できます。

新バスターミナルI期ビル

「駅」は、地域のたたずまいや雰囲気を印象付ける「顔」となる大切な空間です。鉄道に沿って

まちが形成されている神戸のまちの特徴を活かし、駅を中心に、まち・くらしの質を高めるプロ

ジェクト「郊外の駅周辺のリノベーション」を進めています。

駅前広場の再整備（一部、芝生化やライトアップなど）だけでなく、図書館やホール、商業施設の

リニューアルなど、立ち寄りたくなる、時間を過ごしたくなる駅前空間を創出します。また、くらし

の中で大切な「働く」にも着目し、郊外における職住近接のライフスタイルの実現を応援する

「地域の働く場」の整備にも取り組んでいます。

郊外の拠点駅のリノベーション

黒田修平

都市局都心再整備本部
都心再整備部都心三宮再整備課
令和２年度入庁（大学卒・土木）
（※令和6年度時点）

KURODA SHUHEI

INTERVIEW
職員インタビュー

三宮のまちを、
より使いやすく、より快適に。

出勤
メールチェック

工事発注に向けた
図面チェック

設計コンサルタントと
打合せ

昼食 国土交通省と協議 広報資料作成 アイデア出し

8:45 9:00 10:00 12:00 13:00 15:00 16:00 17:00

事業進捗報告

18:00

退庁

SCHEDULE



私たちは、多種多様な生きものと関わりながら、様々な自然の恵みを享受して生活しています。

しかし、昨今、長い年月をかけて培われてきた自然の恵み、その基盤となる生物多様性が脅かされ

つつあります。

そのため、神戸市では、生きものの宝庫である里山の保全・再生、外来生物の防除や「外来生物

展示センター」における普及啓発、希少種の保全、子どもたちへの環境教育など、生物多様性を

守り育てるための取り組みを進めています。

地下鉄「名谷」駅から南に2キロメートルほど行ったところに、「多井畑西地区」と呼ばれる山林・田畑が広がっているエリアがあります。住宅地に囲まれ、広さは約72ヘクタール。
もともとは旧住宅・都市整備公団（現在のUR都市再生機構）が住宅開発を行うために所有していましたが、開発の断念により、最終的にその約4割にあたる29ヘクタールの土地
が神戸市に譲渡されました。私たちは、この都市から身近な自然環境の中で、地元の住民だけでなく、関心を示す民間企業にも参加いただき、さまざまな社会実験をはじめています。
SDGsへの貢献が求められる中、この残された貴重な自然を生かした「都市型里山」を目指して、さまざまな活動に取り組んでいます。

生物多様性を守る

土地が譲渡された3年ほど前は、このエリアの里山保全に取り組むことについて、なかなか

理解してもらえずに苦労したと過去の担当者から聞いています。ですが、対話やさまざまな

イベントを通じて、近隣にお住いの方や、地元の方々も徐々にご協力いただけるようにな

りました。また、CSR事業の一環で、里山の保全活動に従業員が参加してくださる民間企業

も増えつつあります。保全活動では、竹の伐採体験や、伐採した竹を使ってご飯を炊いたりして

いますが、大自然の中での慣れない作業が新鮮なようで、皆さんの笑顔を見るのがとても

楽しみです。

自然の保全を民間企業のCSR事業に

すぐ近くには小学校やショッピングモールがありますが、この地区にはフクロウやキツネが

います。タケノコを掘ったり、間伐した竹を使って竹炭をつくったり、田畑を活かせば体験農園

もできるかもしれません。開発の断念によって残されたこのエリアをどうしていくのか。地区

の将来像はあるものの、まだまだ担い手が足りません。ですが、新たなステークホルダーを

探していく事がこの仕事のおもしろさでもあります。保全活動や自然体験イベント自体はそこ

まで大きなインパクトはありませんが、それらを積み重ねていくことで、将来の姿が見えて

くるのではと感じています。

将来の姿をこれから組み立てていくおもしろさ

神戸市には、市街地近郊に里山や農地など豊かな自然が数多く残されていますが、長年手付かず

となり、放置された里山林も少なくありません。このような状況を解消改善するため、地域住民

や民間企業、学生との協働による里山林整備や自然体験イベントなどを行い、里山の魅力発信

や新たな担い手の参画を促す各種の取り組みを進めています。

里山の活用

下水から人間がし尿として排出したリンを回収した「こうべ再生リン」。そのリンを原料とした

「こうべハーベスト肥料」で米や野菜を育て、再び食糧に戻るという資源循環の取組みを推進。

小学生にこの取組みの説明や育てた作物の収穫体験といった食育・環境教育も行なっています。

肥料会社・大学・生産者・神戸市等によるコンソーシアムを設立。「こうべ再生リン」を配合した

新たな肥料の開発と農産物の付加価値向上の実証試験に取り組みます。

リン資源を下水から再生 

作田光

都市局地域整備推進課

平成21年度入庁（高校卒・一般行政）
（※令和6年度時点）

SAKUDA HIKARU

SDGsへの貢献は
「里山」の再生から

出勤 里山再生活動
体験会等の打合せ

資料作成
電話対応

昼食 イベント当日
スタッフとの

打合せ・現地確認

イベント当日の
流れ等の

確認・上司への報告

関係部署との調整

8:40 9:00 10:00 12:00 13:00 16:00 17:00 18:00

退庁

SCHEDULE

下水汚泥から回収したリン

オリジナル配合肥料

INTERVIEW
職員インタビュー#2

SDGs貢献都市
神戸

海と山を未来につなぐには?

海と山、豊かな自然に囲まれたまち、神戸。先人たちの思いを受け継ぎ、新たな発想で挑み、グローバル
社会に貢献します。



もっと子育て
しやすい街へ

#3
神戸がもっと子育てしやすい街になるには?

神戸市では、妊娠・出産期から学齢期までライフステージに応じた切れ目のない支援を充実・提供し、
誰もが安心して子どもを産み育てる街の実現を目指しています。
子育て中の方はもとより、子育てをしていない方も含め、「みんなで子どもと子育てを応援する街へ」と
の思いを込めて、「こどもっとKOBE」のロゴマークを作成し、統一感のある親しみやすい広報展開にも
取り組んでいます。

生まれてくる赤ちゃんとお母さんの健康を守るために、経済的な負担を心配することなく妊婦

健康診査を受けていただくために12万円まで助成しています。妊産婦の外出・移動を支援する

タクシー利用助成や、産前産後の家事や育児の支援・助言をしてくれるヘルパー派遣も実施

しています。

さらに、助産師による訪問や助産所等での宿泊・通所サービス「産後ケア事業」では、お母さん

に産後の心身を休めていただきながら授乳や沐浴など赤ちゃんのお世話を助産師などの専門家

に相談することができます。

「全てのこどもたちの未来を応援」するための施策の立案・推進を目的に2021年度に設立されたこども家庭局
こども未来課で係長をしています。現在は、学習機会が十分に得られていない中学生を対象とした学習支援
事業と、神戸の子育て情報をわかりやすく発信するための広報業務に注力。今後は中高生への施策も充実
させ、こどもの成長に応じた切れ目のない支援をさらに強化したいと考えています。

出産前から赤ちゃんとご家庭をしっかりサポート

学習支援事業では、学習支援を実施する地域団体に対し金銭面と運営面のサポートを行って

います。学習指導など実際の運営は、数多くのボランティア講師や地元企業の協力に支えられ

ており「こどもたちを応援したい」という方が多くいらっしゃる神戸の魅力を再認識しました。

地域の大人たちが率先してこどもたちとコミュニケーションをとり、励ましたり元気づけたりし

ながら絆を深めていく姿に感銘を受けることも。地域力のすごさや人々の熱意に、いつもエネ

ルギーをもらっています。

地域のこどもに差し伸べられる支援の手を結ぶ。

2023年からは「こどもっとKOBE」という統一的なブランディングのもと、SNSやホームページ

を通して神戸の子育て情報を発信しています。当課の職員は大半が子育て世代。当事者として

の経験を業務に活かせるよう心がけています。神戸市では妊娠・出産から学齢期までこどもの

成長に応じた切れ目のない支援の充実に取り組み「共働き子育てしやすい街ランキング

2024」で全国１位を獲得しました。私自身もフレックスタイムや在宅勤務制度を活用して仕事

と育児を両立し、キャリアアップを目指したいと思います。

神戸が「子育てしやすい街」であり続けるために。

共働き世帯が増えるなど保育ニーズの高まりを受け、神戸市では、保育施設の整備や保育人材の

確保などに取り組み、5年間で約4,000人の保育定員の拡大を行うことで2年連続「待機児童ゼロ」

を達成しています。また、小学生が利用する学童保育についても整備を進め、希望する対象者を

全員受け入れ、待機はありません。

さらに、子ども連れで利用できるコワーキングスペース「あすてっぷコワーキング」では、無料の

一時保育やキッズスペース、個室型ワークブースをご利用いただけるほか、スキルアップセミナー

やキャリア相談などのサービス、利用者同士の交流会も行っています。

働くことと子育てを両立できる環境づくり

リニューアルオープンした「こべっこランド」をはじめ、ボルダリングやアスレチックなど大型

遊具で元気いっぱい体を動かして遊ぶことのできる「こべっこあそびひろば（市内3か所）」を

整備しています。また全ての区に、0～2歳のお子さんがいる保護者が気軽に立ち寄って交流が

できる「おやこふらっとひろば」があり、さらに身近な場所にある児童館は市内120か所と全国

で2番目の多さです。安心して子どもたちが遊べるだけでなく、子育て相談や親同士のつながり

ができる場づくりをしています。

主に小・中学生の子どもたちが、身近な場所で友達や地域の人とご飯を食べたり、勉強の

見守りをしてもらったり、安心して過ごすことが出来る「こどもの居場所」を市内301か所

（2023年12月末時点）で実施しています。

雨の日でも無料で遊べる施設やこどもの居場所を充実

赤藤優

こども家庭局こども未来課

平成24年度入庁（高校卒・一般行政）
（※令和6年度時点）

SHAKUTO YU

全てのこどもたちが、
いきいきと輝く未来を支える。

出勤
メールチェック

アイデア出し 書類作成 事業者との
打ち合わせ

昼食 事業に関する
課内打ち合わせ

関係部署との調整 退庁

SCHEDULE

INTERVIEW
職員インタビュー

Photo by Aya Morioka ©2022 Ouchi Studio KOBE
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01 02
INTERVIEW 職員インタビュー 政令市だから

得られる経験とは?

有馬実梨

福祉局高齢福祉課

平成29年度入庁（大学卒・総合事務）
（※令和6年度時点）

ARIMA MINORI

キャリア紹介

中央区生活支援課
平成29年度

生活保護のケースワーカー

福祉局高齢福祉課
令和2年度

認知症神戸モデルをはじめとした認知症施策の運営

今後のキャリアプラン

福祉以外の分野にもチャレンジし、幅広い業務を経験したい

プライベートでは、パンやお菓子づくりを楽しんでいて、次はガレット・
デ・ロワに挑戦したいと話す彼女。どんな仕事をしているのかを聞いて
みました。

最初の配属は区役所での「ケースワーカー」でした。生活保護受給者の困りごとの相談に乗るような仕事です。病気や障害を抱えている方、
一人暮らしの高齢者などのご自宅に足を運び、毎日顔を合わせました。
今は、同じ福祉分野ですが、「認知症神戸モデル」と呼ばれる制度の運用を担当しています。この制度は、認知症の疑いのある方に早めに
受診いただき、早めの対応につなげるとともに、万が一認知症の方が事故を起こしたときに被害者などを救済する制度で、神戸市が2019
年からスタートさせました。
今の仕事も前向きに取り組んでいますが、公務員は様々な業務に携われることが魅力の1つなので、次は空き家対策や三宮再整備、あるいは
市の広報のようなガラッと雰囲気が変わる仕事にも挑戦してみたいと考えています。

これまでどんな仕事をしましたか?
これからやりたい仕事は? 

実は、仕事をする中で認知症の方やその家族と直接お会いする機会は、あまりありません。
ですが最近、認知症支援の仕組みを説明するガイドブックをリニューアルしました。そのときに、認知症の方や家族を支援している方に
どう作れば分かりやすいのかを聞いて、市役所内の専門部署にデザインや文章を相談しながら、できるだけ読みやすいものにしたいと
製作しました。
すると、これを配布している区役所や地域の拠点から、棚に置いているとすぐになくなってしまうので100部単位で送ってほしいと連絡
がありました。あるいはウェブサイトのPDF版を見た方が電話をしてきて、分かりやすかったので、家に一部置いておきたいと要望が
あったのです。苦労しただけに、とてもうれしかったですね。

今の仕事ではやりがいを感じますか? 

姫路に住んでいたので神戸は憧れの場所でした。高校のときも新快速でよく遊びに行っていましたね。大学が神戸だったので、市内で一人
暮らしを始めると、さらにたくさんの魅力を見つけました。
姫路市役所への就職も考えたことはあるのですが、中核市と政令市を比べると、政令市のほうが仕事の幅が大きいと思いました。例えば、
私が担当する「認知症神戸モデル」は、この制度を運用していくためにかなりの予算が必要になります。そこで神戸市は個人市民税に400
円を上乗せすることで、神戸に住んでいる人たちに広く負担をしてもらいながら運用している大がかりな制度なのです。なので、全国
の自治体からとても注目されており、他都市からの問い合わせがあとを絶ちません。神戸市役所で働いているからこそ、こんなふうに全国的
にも一歩先行く業務に携われているのだと感じています。

神戸市役所で仕事をしようと思ったのはいつからですか? 

大学生のときから、将来、結婚や出産、子育てといったライフイベントがあったとしても、神戸で働き続けたいと考えていました。ですが、民間
の大企業であれば、転勤がないのはエリア職になり、仕事の範囲が限定されがちです。神戸市役所であれば、ずっと神戸で働き続けられると
考えていました。
さらに文系だったので、専門分野や得意なことが何か、自分で限定できませんでした。そう考えると、幅広く様々な仕事を任せてもらえる地方
公務員という仕事が、私にとっては魅力的に感じたのです。
もちろん、これまで経験したことのない業務を一から覚えるのは大変です。しかし、ケースワーカーの仕事も認知症神戸モデルの仕事も、
今となっては大きな経験になっています。

民間企業でなく市役所を選んだ理由を教えてください。 

前例がなければ、
逆に自由な発想ができる?

原戸健生

港湾局振興課

平成30年度入庁（大学卒・総合事務）
（※令和5年度時点）

HARATO TAKEO

キャリア紹介

建設局総務課
平成30年度

建設局の予算・決算・会計検査総括

港湾局振興課
令和3年度

花火イベントなどウォーターフロントの賑わいづくり 

今後のキャリアプラン

国際的な大規模イベントの誘致・開催をしてみたい

彼が指名したインタビュー場所は、メリケンパークにあるスターバック
スの前。そこが職場だと言うのです。市役所の職員たちは、彼のことを
「花火担当」と呼んでいます。

最初の仕事は、建設局という部局の予算や議会の対応をとりまとめる経理の仕事です。とにかく覚えることが多くて、基本的なことを勉強
するだけでも時間がかかりました。ただ市役所で働いている以上、どこに行っても必要になる知識を一番最初に学べたのは幸せだと
感じています。3年前に異動があり今は港湾局で働いています。
私の主戦場はこのメリケンパーク。BE KOBEモニュメントが有名で、スターバックスもいつも賑わっていますが、この場所をもっと笑顔で
いっぱいにするのが私の仕事です。それともう一つ、ちょうどここから眺めることになる海上花火イベントも担当しています。コロナ前は例年、
8月上旬に大規模な花火大会が開かれていましたが、昨年から猛暑を避けた10月に開かれる5日間連続の花火イベントに姿を変えました。

採用から6年目ですが、
市役所でどんな仕事をしましたか?

2022年から開催している花火イベントは、10分間の本格的な花火を、ポップスやジャズなどいろいろな音楽と競演させるもので、毎日1.5
万人ほどの来場者があります。はっきり言って、準備は大変でした。コロナ前の例年の花火イベントの資料は残っているのですが、音楽と花火を
どうやって合わせるのか、5日間のプログラムをどうするのかは、花火師さんを含む関係者らと相談しながら、進めなければなりません。
でも、最後は「前例がなければ、逆に自由にできる」と割り切りました。イベント当日、このメリケンパークに私はいました。最後の花火が
打ち上がったあとに、観客たち全員が拍手をするのです。感動した気持ちを表しただけなのですが、私には自分への感謝の拍手のように
感じられ、目頭が熱くなりました。

仕事でやりがいを感じることはありますか?

あ、それならつい最近、体験しましたよ。メリケンパークの平日の夜がさみしいという声があったので、それなら「焚火(たきび)」をしましょう
と、私は職場で提案したのです。実はメリケンパークは火気厳禁。ですが、焚火をしたいという人たちがいたのです。なので、安全性を確保
できるのか実証する実験的なイベントを一度やってみようと思い付きました。ところが、焚火をするのに「薪（まき）」がいります。すると、環境
局の職員から北区の里山に切り倒した大木があるので、薪割を手伝ってくれたら持って帰っていいよと連絡がありました。これはチャンス
と私自身が薪割の機械を操作して、たくさんの薪を手に入れました。本番に向けて今から楽しみにしています。
山で手に入れた材料で、海と街に囲まれたメリケンパークでイベントをする。キャッチコピーどおりですね。

海、山、街の全てが仕事になるというのはどう思いますか? 

公務員は「お堅い仕事」をするイメージがあります。何かルールがあってその通りに立ち振る舞いをしないといけないような。ですが、私の
ような若い職員が提案したことが、スッと承認されて、実現することもよくあります。神戸市は大企業よりずっと柔軟ではないでしょうか。
もちろん上司に恵まれているとは思いますが。あと、神戸市は異動により、退職するまでに様々な業務を幅広く経験すると、大学生のとき
から聞いていました。実際に働いてみると、そのとおりです。でも、様々なことに興味をもって、すぐに没頭する私の性分にはぴったりでした。
これまでは、局の予算・決算・会計検査総括、花火イベントなどウォーターフロントの賑わいづくりなどの業務を経験してきました。
今後は、国際的な大規模イベントの誘致・開催などの業務にも携わってみたいと思っています。様々な業務を経験でき、新鮮な気持ちで働き
続けることができる環境は神戸市ならではないでしょうか。

民間企業を就職先に考えている学生にもし声を掛けるなら?
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法律や条例に基づいた法的強制力のある規制を行う業務もあるのですが、私が今やっている仕事は、それとは違います。あくまで民間
事業者の動きを誘導するものです。実は、地域によっては、住んでいる人やお店をやっている人たち自身で、屋外の広告や夜間の照明の
ルール・建物のルールをつくっています。街への熱い思いの表れですね。
でも、法律のような明確なルールというわけではありません。例えば、「風格がある」とか、「この街の個性に合わせた」という決まりなので、
人によってOKなものがNGになったりするのです。そんな話を聞きながら調整をします。「調整」というと、きれいに聴こえますが、実際に
丁々発止のやり取りでお互いの妥協点を探りだすものです。そんなときこそ仕事をしているという実感がありますね。これがもしかすると
「やりがい」なのかもしませんね。

仕事はおもしろいですか?
やりがいは感じるのでしょうか。 

仕事を始める前と後、
印象は変わった?

坂田知穂

都市局景観政策課

令和2年度入庁（大学卒・建築）
（※令和5年度時点）

SAKATA CHIHO

キャリア紹介

都市局景観政策課
令和2年度

中央区のまちづくりを担当。
三宮再整備に関わることも。

今後のキャリアプラン

営繕や建築行政などの異なる分野も経験したい。
将来的には、大学時代に研究していた
まちづくり分野に再度携わりたい。

岡山出身だが、建築やデザインを志して選んだのは神戸の大学だっ
た。やがて、気づかないうちに神戸の街のとりこになった、という彼女に
聞いてみた。

大学院の修士課程で建築やデザインを専攻しました。建物のデザインを工夫すれば、エリア全体の魅力を高められるということを学んだので、
そんな仕事をしたいと思っていると、「景観政策課」に配属されました。名前だけをみると希望どおりの職場でした。
ところが、仕事の中身は学生時代にイメージしていたものとだいぶ違っていました。ずっと複雑で、奥が深いモノだったのです。私の担当は、
これからバスターミナルやJRの駅ビルができていく三宮というホットなエリア。民間企業のビルの建設計画をつくるときにデザイン面からの
助言をするのですが、例えば、三宮と旧居留地では、距離は近いのに街の特色がかなり違うので、異なった助言になるのです。あと、私たち
の一存ではなく、大学教員や実務経験のある専門家の話を聴きながら進めます。建物の形を少し変えるだけでも、関係者が大勢いて、かなり
奥が深い仕事だと感じています。

市役所の仕事は、
学生時代のイメージと違っていましたか? 

高校まで岡山で、大学が神戸でした。そのときに神戸の海、山、街の魅力のとりこになってしまいました。東京や大阪に比べるとこじんまりして
います。もし空から神戸を見ることができるのなら、元町、ハーバーランド、山本通、岡本、板宿といった、小さな個性ある街が隣り合っている。
それを海と山が囲んでいる。そんなふうに見えるのではないでしょうか。この街を暮らしやすく、楽しめるように、海と山といった自然の景色を
守るのが私の仕事です。とても満足しています。ただ、建築の勉強をしたので、どこかのタイミングで法律による規制をする部署に配属される
と思います。そういう仕事にも挑戦して、多角的に街を眺められるようになりたいです。

海、山、街がある神戸を舞台に働くという意味は? 

建築が好きだったので、就職先は民間企業も良いと考えていました。本当に最後の最後まで悩んでいましたね。住宅メーカーからも内定を
もらっていたので。でも行政を選んだのは、いろんなことに携われるのではと考えたからです。民間だと単体の建物をつくって終わりです。
ところが、行政であれば街全体を見る、もっと視座の高いところから仕事ができます。特に担当している中央区では三宮再整備など高層建築
の計画が複数あります。各建物のランドマーク性も一定重要ですが、街全体で見た際の連続性や調和も考慮して、地域特性に合わせた神戸
らしい景観形成を目指して誘導を行っています。実際入庁してみて、私の選択は間違っていなかったと思っています。

民間企業でなく自治体で働く魅力を教えてください。 

WORKS お仕事紹介

皆さんに身近な区役所の仕事や観光、産業振興、まちづくり、
福祉関係のほか、市全般に係る施策の企画・調整など、業務
内容が大きく異なる様々な部署を異動し経験を積むことで、
様々な局面に対応できる幅広い知識・技術を習得できる
点が特徴です。

「神戸まつり 長田フェスティバル」などの地域イベントや
スポ―ツイベントを担当しています。地域イベントの開催
には、地域団体や事業者の協力が不可欠。まちの活性化
や子どもたちの笑顔に思いを寄せ、力を尽くしてくださる
方々のボランティア精神には頭が下がる思いで、敬意の
気持ちを持って接しています。イベントの準備では大変な
こともありますが、無事やり遂げた時の達成感はひとしお。
地域の皆さんと手を取り合い、大好きな神戸をより良い
まちにするために貢献していきたいと思います。

総合事務
中谷雪乃
長田区総務部地域協働課 令和５年度入庁（大学卒）

神戸マラソンの大会準備を１年かけて行っています。担当
しているのは医事救護。救護所に配置する医師や看護師
を手配したり、医療従事者の意見をもとに医事救護計画を
作成したりするなど、安全で安心な完走を支えています。
国内外から大勢のランナーが参加する神戸マラソンに
チーム一丸となって携わり、まちのにぎわいを創出できる
のが醍醐味。みんなでアイデアを出し合い実行する楽しさ
も味わえます。

村上樹大
文化スポーツ局スポーツ企画課 平成29年度入庁 （大学卒） 

出勤
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8:30
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打ち合わせ

10:00

課内
打ち合わせ

11:00

昼食

12:00

マラソンコース
確認

13:00

報告
書類作成

15 :00

退勤

17 :30

詳しい情報は
WEBサイトへ

※所属は令和6年度時点

各福祉施策の企画立案、各区保健福祉部における生活
保護の決定・実施、児童・高齢者・障害者・生活困窮者等
の福祉に関する相談援助業務、こども家庭センター・療育
センター・障害者福祉センター等における各種相談業務
を行います。

くらし支援窓口で様々な理由でお困りの状況にある方から
話を聞き、状況に応じて生活保護制度をはじめとする制度
へつないだり、提案したりする仕事をしています。暮らしに
悩みや不安を抱えていても、区役所へ相談に行くのは
ハードルが高いと思っている人も少なくありません。勇気
を出して窓口に来られた相談者に対しては、リラックスして
話せる雰囲気づくりを意識し、思いに寄り添う支援を心が
けています。相談者から生活を立て直す意欲を引き出し、
前を向くきっかけになれることが喜びです。

福祉
川上萌実
長田区保健福祉部生活支援課 令和５年度入庁（大学卒）

児童福祉司・児童心理司・医師と
連携して子どもの健全な育成を支える

市民に寄り添いながら自立に向けた
支援を実施
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イベントチラシ
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委託事業者との
打ち合わせ

16 :00

退庁

17 :30

補助金
交付業務
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相談対応
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昼食

12:00

病院に
出張面接
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相談事例に関する
打合せ

15:30

面接記録
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道路や港湾などの「社会基盤整備」や、駅前再整備をは
じめとした「まちづくり」といった、神戸市民の生活を支
え、神戸の成長を加速させる事業に携わります。具体的
には、様々な事業において、発注者として企画・計画段
階から、設計・発注、現場での監督・維持管理業務にいた
るまで、とても幅広い分野の仕事を経験することができ
ます。また、市民や数多くの関係者の方々と対話しなが
ら、自らの意見を施策や整備に反映できることも大きな
魅力です。

まちなかに立つ電柱や電線を無くし、道路の地下空間に
電線類を収容する無電柱化工事の監督業務をしていま
す。神戸の美しいまち並みが好きで、その維持管理に関わ
ることを希望し、神戸市に入庁しました。計画段階からまち
づくりに参画できるのは市の土木職だからこそ。神戸の
まちに対する自身の具体的なビジョンを実現できる可能
性があるのも、この仕事のおもしろさだと思います。近年
は女性の活躍も目覚ましく、女性が働きやすい職場環境へ
と改善が進んでいます。

土木
岡本凌芽
建設局東部建設事務所 令和3年度入庁 （大学卒） 

市民のすまい・まちづくりに総合的に関わることが主な仕事
です。具体的には①市有建築物や市営住宅の企画、設計·
工事監理及び維持保全②建築基準法をはじめとする法令に
よる建築物の規制・誘導や耐震化・バリアフリー化の促進
③市民・事業者との協働によるまちづくりの推進や神戸の
都市ブランドの向上と人口誘引につなげるプロジェクト
「リノベーション・神戸」などの取組④空家空地の有効活用
などすまいやまちづくりに関する政策立案、相談·情報提供
などに取り組んでいます。

垂水区にある多聞台団地の再生と神戸ハーバーランドの
まちづくりに取り組んでいます。地域住民の高齢化や施設
の老朽化により再生が必要な多聞台団地のセンターゾーン
周辺事業や、代表的な観光スポットである神戸ハーバー
ランドの神戸煉瓦倉庫の維持管理は、神戸のまちのイメージ
アップに直結する仕事。大きな意義を感じています。

建築
長田優希
都市局駅まち推進課 令和元年度入庁（大学卒）

主に上下水道・ごみ焼却等のプラント施設、地下鉄・市
バス等のインフラ施設、庁舎・小中学校等の公共建築
物など施設設備の計画、設計、工事監理、保守保全、運営
等の業務に従事し、行政職員としての総合的な調整力
や技術力を活用しながら安全・安心で快適な市民の
暮らしを支えています。電気の主な内容は、受変電・発電
機・照明・防災・情報・太陽光発電などがあります。

神戸市営地下鉄の電車や駅に電気を送る電力設備の点検・
補修や、電力状況の監視・制御を行う電気システム課変電
区に所属し、点検で交換が必要になった機器の手配、設備
故障時の復旧対応、職員の安全を司る作業手順書の確認
などを担当しています。作業現場に同行して先輩職員に習
い、電力設備の専門知識や技術を身につけることもでき、
幅広い経験を積めるのが魅力です。

総合設備（電気）
小川隆央
交通局電気システム課変電区 平成29年度入庁（高専卒）

主に上下水道・ごみ焼却等のプラント施設、地下鉄・市
バス等のインフラ施設、庁舎・小中学校等の公共建築物
など施設設備の計画、設計、工事監理、保守保全、運営
等の業務に従事し、行政職員としての総合的な調整力
や技術力を活用しながら安全・安心で快適な市民の
暮らしを支えています。機械の主な内容は、各種プラン
トをはじめ、空調・給排水・自動制御などがあります。

神戸市内にあるクリーンセンターや埋立処分地の保全
管理、設備改修時の工事設計などに従事しています。24
時間365日休みなく稼働するクリーンセンターは焼却炉
をはじめ各種設備の劣化が早く、建設から20～30年ほど
経っている施設もあるため、安全で効率的な運転を行うに
は、こまめなメンテナンスが欠かせません。連携する他部署
と情報共有や意見交換を緊密に行い、スムーズな計画の
推進を心がけています。

総合設備（機械）
小刀称亮
環境局施設課 令和２年度入庁（大学卒）

神戸ビーフをはじめ、ホウレンソウ、キャベツなどの野菜、
米、新鉄砲ユリ、イカナゴなどの農水産物の生産振興を図
るとともに、食を軸とした新たな都市戦略「食都神戸」の
推進や、豊かな自然環境の保全と農村環境の整備などを
進め、農村地域へ新たな人を呼び込み、移住・定住につな
げる「神戸・里山暮らし」などが主な仕事です。

神戸市内でも農業が盛んな北区で、特産品である山田錦
（酒米）や野菜、花きの生産振興に関する仕事に携わって
います。農家の方々との関わりを大切にしながら、特産品の
さらなる品質向上や生産強化、地域振興作物の推進により、
神戸市の農業の活性化につなげたいと思っています。

農業
内田夕貴
経済観光局北農業センター 令和2年度入庁 （大学卒） 

都市公園や街路樹、街かどの緑化・飾花などに関する
計画、設計、工事監督、管理、民間指導や支援が主な仕
事です。市民や事業者の参画を得ながら、緑やオープン
スペースの持つ機能を最大限活かしたまちづくりを進
めています。神戸のシンボルである六甲山については、
長期的な視点で森林の保全や育成、利活用に取り組ん
でいます。

管内の公園や街路樹の維持管理、整備が私の仕事です。
日々のパトロールや市民の方からの通報を通じて、施設の
補修・公園の使い方の検討・樹木の剪定などを行っています。
担当する公園は80か所以上あり、公園を管理するボラン
ティアや自治会の方と協力しながら、安全で利用しやすい
公園づくりをめざしています。

造園/森林
中尾 航平
建設局北建設事務所 令和元年入庁 （大学卒） 

出勤
メールチェック

8:30

JA・普及センター
担当者との打合せ

9:00

書類作成
電話対応

11:30

昼食

12 :00 13 :00

農地の現地確認
（農家さんとともに）

報告書
会議資料作成

16 :30

退庁

17 :30

出勤
メールチェック

8:30

電話対応
書類作成作業

9:00

担当工事現場確認

11:00

昼食

12 :00

通報対応
現場確認

13 :00

発注支払い事務
工事書類確認

16 :00

設計書の作成

17 :30

退庁

18:30

大きく分けて、上下水道・ごみ処理などの事業系の業務
と大気や排水などの監視・規制業務があります。さらに、
近年は地球温暖化防止・省エネルギー施策の立案、水処
理・廃棄物からの資源回収などに関する民間企業と連携
した新技術の開発にも携わっています。

工場や研究所などの事業場に立入を行い、下水道に流さ
れる排水の水質が基準に適合しているかを監視していま
す。基準を超過した排水が下水道に流れている場合は、適切
な排水処理ができるよう指導します。また、新しく工場など
を建設する際に提出される届出書類を審査したり、排水処
理の方法などを協議することもあります。下水道への悪影
響を及ぼす排水の流入を防ぎ、市民の安全を守ることに
貢献しています。

総合科学（化学）
岸本紘尚
建設局下水道部計画課 令和2年度入庁 （大学卒） 

生物多様性の保全や地球温暖化の防止をはじめ、次世代
エネルギーの推進、大気汚染・騒音等の公害対策、ごみの
減量や資源化といった廃棄物行政など、環境問題の解決
に向けて幅広く取り組んでいます。医療産業に携わる
職員もおり、業務は多岐にわたります。

市民と協働し、生物多様性を守るための活動に取り組んで
いるほか、ヒアリをはじめとする外来生物対策も行っていま
す。人のせいで失われつつある生態系を守りたいと思い
入庁したところ、希望通りの職場に就くことができました。
神戸の自然を守るための活動にやりがいを持って取り組ん
でいます。

総合科学（生物・環境）
矢指本 哲
環境局環境都市課 令和3年度入庁 （大学卒） 

出勤
メールチェック

8:30

外来生物の対策に
関する専門家への
ヒアリング

9:00

補助金等
申請対応

11:00

昼食

12 :00

学識経験者による
生物相調査に同行

13 :00

業務委託先の
事業者との
連絡対応

16 :30

書類作成など

17 :30

退庁

18:00

出勤
朝礼・スケジュール確認・

メール確認など

8:30

立入先の
届出確認

9:00

電話対応
届出打合せ

9:30

昼食

12 :00 13 :00

立入先での
排水検査

報告書作成

16 :30

退庁

17 :30

駅前空間の高質化 
神戸駅前広場(再整備イメージ)

神戸らしさを感じていただける
新ターミナルの整備(外観イメージ)

農漁業者と消費者の交流の場となる
ファーマーズマーケット

農村地域の活性化と、
農業の担い手を育成する支援を実施

神戸の都心・三宮の中心に位置する
「東遊園地」のリノベーション

六甲山を美しく健全な状態で
次世代に引き継ぐ六甲山森林整備戦略

水源の水質もきめ細かく
検査しています

工場・事業場の排水の水質規制の
ため立ち入り検査を行います

騒音や振動の未然防止や
大気汚染物質の排出規制の推進

環境負荷が少ない多様なエネルギーの
利活用を普及推進

神戸らしい魅力あふれる景観をまもり、
そだて、つくる（旧居留地）

将来の神戸市をかたちづくる
磯上公園体育館（三宮周辺再整備）

市民の快適な暮らしを支え、
快適な社会をつくるインフラ整備

地域や市民に親しまれ、快適で
利用しやすい公共建築物の整備

下水事業等を通じ、エコ時代への
新たな取り組みに挑戦

ごみの焼却で発電した再生可能
エネルギーを市場に供給するクリーンセンター

出勤
メールチェック

7:45

発注資料作成

8:00

関係部署との
打合せ

10: 00

昼食

12 :00 13 :00

問い合わせ
対応

打合せ内容整理・
翌日の現場対応準備

16:00

退庁

18:00

現場確認・
工事業者との
打合せ

14:00

引継ぎ
（夜間作業の報告）

8:45

メールチェック

9:00

点検結果、
作業手順書チェック

9: 30

現場作業
下調べ

10:30 12:00

昼休み 引継ぎ
（昼間作業の報告）

17:00

退庁

17:30

現場作業
（設備補修、
現場確認等）

13:00

出勤
メールチェック

8:45

事業者との
現場確認

9:30

仕様書作成

11:30

昼食

12 :00

関係部署との
打ち合わせ

13:00

資料作成

14 :00

問い合わせ対応

16:00

メールチェック
明日の業務確認

17:00

退庁

17:30

出勤
メールチェック

8:45

資料整理作成
電話対応

9:00

工事現場
立会い

10: 00

昼食

12:00 13:00

市民通報対応 資料整理作成
電話対応

16:00

退庁

17:30

設計・工事
打合せ

14:00

※所属は令和3年度時点



飲食店や食品工場、旅館、公衆浴場、ペットショップなど
の調査・指導、食品や水質の検査、医療産業に関する業
務、環境保全に関する調査・企画、食肉衛生検査、動物
園での飼育管理・調査研究、農水畜産行政など、多様な
職域のなかで、それぞれが持つ専門性や能力、適性を活
かし幅広い業務に従事します。

食の安全・安心の確保に向けた、
監視指導・検査の実施

人と動物が共生できる
社会づくりのための啓発活動

大規模食品工場に立入調査をし、衛生上の不備等がない
かをチェック、指導しています。また、食中毒が発生した場合
は、被害が広がらないよう、原因の特定を迅速に行ってい
ます。市民の皆様が、安心して神戸のおいしい食を楽しめ
るよう貢献できていると実感できる仕事です。

総合科学（　　　 ）
植田 丈
健康局食品衛生課 平成29年度入庁 （大学卒） 

消火活動や救急、救助活動はもちろんのこと、台風や地
震などの大規模災害に備えて、普段から防災福祉コミュ
ニティと連携した地域防災力の向上に取り組んでいま
す。また、事業所の自主防火防災体制の強化など、"予防"
の取り組みを推進し、「神戸市民の命」と「神戸のまち」を
守ります。

火災時の消火活動や救急・救助活動に従事するほか火災
の原因調査や建物の査察業務も行っています。また、消火
活動に欠かせない、区内に1500ある消火栓や、防火水槽
の維持管理をしています。人の財産や生命を守る活動に
携われることに誇りを感じており今後も日々の仕事に励み
最高の消防士をめざします。

消防
坂本 修乙
須磨消防署消防防災課 令和元年度入庁 （大学卒） 

神戸市は政令指定都市のため、保健所と市町村保健
センターの両方の機能を持っています。保健師は、母子
保健、成老人保健、精神保健、感染症等の幅広い分野
の業務を担っており、全ての市民の健康と命を守ること
を使命として保健活動を行っています。

母子健康手帳の交付や乳幼児健康診査の実施、各種教室
や電話・訪問での相談対応、保健指導を行っています。
市民の悩みを真摯に受け止め、一緒に考えながら支援
しています。

保健師
林下 菜穂子
須磨区こども家庭支援課 令和2年度入庁 （大学卒） 

神戸市で働く保育士は、保育所での乳幼児の保育、児童
発達支援センターでの障害児への療育支援、児童相談所
での保育及び支援などを行っており、神戸の子どもの明る
い未来を支えています。

現在は1・2歳児の担任として、子どもたちの生活を援助
したり、日々の遊びの内容を考え、遊びの援助をしています。
子どもたちが保育所でより良く過ごし、成長していけるよ
う、職員同士日々連携し合って保育をしています。わたし
自身が生まれ育った神戸のまちで、神戸の子どもたちの
育ちを支える仕事ができることに喜びを感じています。

保育士
杉本 奈央
長田東保育所 平成29年度入庁 （大学卒） 

獣医・畜産・水産・
生命科学・薬学

出勤
朝礼

8:45

大規模食品工場
監視

9:00

昼食

12 :00

監視報告書の作成
電話対応等

13 :00 16 :00

会議 翌日監視の準備

17 :30

退庁

18:30

出勤
朝のおやつの援助

9:00

退庁

18:30

クラスでの活動

9:30

食事の援助

11:30

午睡の援助

12 :00

昼食

12 :30

記録・日誌の記入、
その他事務

13:30

午後の
おやつの援助

14 :30

外遊び・好きな
遊びの援助

15 :30

連絡事項引継ぎ・
明日の保育準備等

17 :45

出勤
1日の予定
メールチェック

8:30

感染症の
保健師ミーティング

9:00

新生児訪問

10:00

昼食

12 :00

乳幼児健診

13 :00

乳幼児健診
カンファレンス

16 :00

新生児訪問
乳幼児健診の
支援記録

17 :00

退庁

19 :00

出勤
部隊交代車両及び
資機材点検

9:30

部隊交代

9:30

訓練

10:00

昼食

12 :00

事務作業
署外パトロール

13:00

トレーニング

17 :30

夕食

19 :00

事務作業
個人訓練

20:00

仮眠

23:15

朝食・清掃・
申し送り等

5 :30

神戸の港を守る消防艇 特別高度救助隊が有する重機

乳幼児の健康保持増進や保護者の
育児支援を推進する健康診査事業

地域福祉センターや集会所等に
おいて健康教育を実施

保育を必要とする乳幼児の健全な
心身の発達を支える保育所保育士

子どもの障害や発達の特性に応じた
支援を行う療育センター

神戸港や船の仕事にかかわる人材を育成する
ため、小中学生を対象とした港湾施設の見学会
や乗船体験プログラムの企画を行っています。
既存事業をただやるだけではなく、改善できる
ポイントはどんどん実行に移すように心がけて
います。発信の方法を工夫しながら、さらに多く
の子どもや学生に神戸港や船の魅力を伝えて
いきたいです。

加護野 萌
港湾局振興課 令和3年度入庁（大学卒） 

出勤
「みなとの学習会」

校外学習の小学校の引率で
遊覧船へ乗船

9:15

庁舎に戻り
昼食

12 :30

メールチェック
書類作成

13:30

週末の
「神戸港バックヤードツアー」の準備

15 :00

デザイン枠で
参加・企画している

ワークショップの打合せ

16 :30

退庁

18:00

デザイン・美術・音楽・映像などの芸術分野の素養があり、培った思考などを活かして、神戸市政で活躍できる
方を対象とした採用試験です。ただし、デザイナーなどの専門職ではなく、幅広い行政事務全般に関わる
「総合事務」での採用となります。ご自身の専門分野の知識・経験が豊富な人に限らず、不得意分野を含め様々
な分野に関心がある、好奇心旺盛な方のお申込をお待ちしています。

総合事務（デザイン・クリエイティブ枠）

最初の配属先は、政策・企画、経済政策、広報、芸術文化、観光振興、まちづくり関連など、ご自身の素養を活かしやすい部署を想定しています。
その後の異動は、本人の適性や希望を考慮して、幅広く行政事務全般に従事いただく予定です。

採用後の配属

先輩職員の配属先の例

企画調整局広報戦略部
神戸市の広報活動の企画／報道機関との連絡

環境局環境創造課
環境政策の企画推進・計画／環境教育

経済観光局観光企画課
観光・MICEの振興に係る総合的な企画調整

各区役所地域協働課
地域組織・NPO支援／まちづくり／地域課題の把握・解決



基本的にはいくつかの特定分野で深い知識と経験を得られるような配属を行うことで、一定の分野に強みを有する行政のプロ
フェッショナルを養成します。一方で、一定の専門領域においては、長期間在籍するスペシャリストの養成を進めます。また、新規採
用職員については、新規採用の配属時及び採用後初の人事異動で本庁及び出先機関・区役所の両方を経験することで、基本的な
業務知識や現場対応力を早期に習得することを目指します。さらに、職員の能力開発、意欲向上を図るため、意向調査フォロー
アップ面談、庁内インターンシップ制度、庁内フリーエージェント制度、庁内公募制度、専任職制度などを設けています。

神戸市の働き方改革の推進
働きやすい市役所が暮らしやすいまちをつくる

神戸市役所では、徹底した市民目線で手続きの簡素化やICTを活用した業務の効率化を進め、それによって生み出された
時間やマンパワーを、より付加価値の高い業務に充てることにより市民サービスの質の向上に繋げていきます。

WORK STYLE ワークスタイル PERSONNEL MANAGEMENT
SYETEM

地域貢献応援制度

職員が、自身の知識・ノウハウ等を活かして地域の課題解決に向け
取り組むことなどを目的に、社会性・公益性の高い地域貢献活動
に、報酬を得て従事する場合の取扱いを独自に定めました。

フレックスタイム制

柔軟な勤務形態の選択を可能にするフレックスタイム制を導入。
フレックスタイム制の利用により、始業時間を午前7～10時、終業
時間を午後3時～午後10時までの中から自由に選択することが
できます。

育児休業取得の推奨

育児休業に関する職員の不安や疑問、取得の意向などを上司が
聞き取り、アドバイスを行うことで、性別にかかわらず誰もが気軽
に育児休業を取得できる職場環境づくりに取り組んでいます。

上司による仕事と子育ての両立支援

子どもが生まれる職員が、職務における能力発揮・キャリア形成と
家庭における子育てとの両立をデザインできるように、上司が当該
職員を積極的に応援する取り組みです。

多様な研修制度
研修制度においては、OJT・Off-JT・自己啓発の3つの取り組みを効果的に進めることで、職員の能力向上・能力開発・
仕事に対する意欲の醸成を図っています。新規採用職員については、研修期間を十分に確保し、職員としての基礎的
なスキルの向上や職務内容に応じた研修・OJTによる早期育成に取り組んでいます。また、職員の知識や能力を
向上させるため、時間や場所を選ばない学習管理システム（LMS）を利用したeラーニングを導入しています。

庁内公募制度

人事制度

人事異動

職員が持つ種々の能力を適材適所で活用・育成することを目的に、対象業務と職員を募集し、配属を決定する人材育成制度です。
職員の意欲と能力を職務に反映させることにより、市政への参加意欲の高揚を図ります。

OJTとメンター制度
直属上司がOJT指導者となり、実務経験を通して人材育成を行います。また、職場の先輩職員が「新採サポーター」
となり、仕事の上での様々なサポートを行うほか、職場外の先輩職員である「メンター」が仕事や生活全般に関する
助言や支援を行います。

PERSONNEL DEVELOPMENT
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その他のキャリア形成支援
制度はこちら

庁内公募制度利用時：こども家庭局家庭支援課
応募先：経済観光局農水産課

平成30年度入庁（大学卒・総合事務）

淡野萌
DANNO MOE

大学時代から関心の高かった分野が、地域の魅力を

活かしたまちづくりと食。その両方に関連した政策に

従事する庁内公募があると知り、すぐに応募を決意し

ました。経済観光局農水産課に異動後は、ファーマーズ

マーケットや漁師イベントの企画運営に携わり、神戸

の豊かな大地と海が育む農水産物の認知度向上に

取り組んでいます。農漁業の魅力を伝えるというポジ

ティブな業務にやりがいを感じています。

「神戸の魅力を伝える業務に
携わりたい」と応募を決意。

CHALLENGE
チャレンジ精神

LEADERSHIP
リーダーシップ

DESIGN
（CREATIVITY）
デザイン力

QUALITIES of IDEAL
PERSONNEL 求める人物像

社会を変えようという意欲を持ち、困難な仕事にも怯まず、最後までやり切る人
チャレンジ精神

自ら考え、周囲に働きかけながら、積極的に仕事を前に進めることができる人
リーダーシップ

豊かな発想や工夫により、仕事をデザイン（創造）できる人
デザイン力

民間企業等への派遣制度
枠にとらわれない柔軟な発想やスキル、ビジネス感覚、コスト意識を学ぶ
ために、職員を民間企業等へ派遣しています。身につけたノウハウや
経験、人脈は市政に還元していきます。

ソフトバンクに１年間派遣され、ネットワークやクラウドサービスなど幅
広い商材の営業等を経験。いきいきと働く社員の姿に刺激を受け、自らの
仕事への姿勢を見つめ直すきっかけになりました。学びを活かしてICT
ツールによる業務改善の支援に注力し、職員の働きやすい環境整備にも
貢献していきます。

未知の分野への挑戦で、
スキルと思考の引き出しが増えました。

後藤田 朋弥
企画調整局デジタル戦略部　令和２年度入庁（大学卒・総合事務）

勤務条件・福利厚生はこちら

出勤・メールや
プレスリリースの
チェック

8:45

イベントや生産者
向けセミナー等の
企画検討

9:00

事業者との
打ち合わせ

10: 00

課内
打ち合わせ

11:00 12:00

昼食 書類作成等

16:00

退庁

17:30

現場に移動し
生産者との
打ち合わせ

14:00


